
な
ぜ
、
市
民
協
働
が
必
要
な
の
？

　

戦
後
の　

年
間
で
日
本
社
会
に
起
こ
っ

60

た
核
家
族
化
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
な
ど

の
さ
ま
ざ
ま
な
構
造
変
化
に
よ
り
、
市
民

生
活
に
生
じ
る
課
題
は
変
化
し
、
価
値
観

や
ニ
ー
ズ
も
多
様
化
・
複
雑
化
し
て
き
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
応
す
る
た
め
、
住
民
に

身
近
な
自
治
体
独
自
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
が

可
能
と
な
る
地
方
分
権
が
進
展
し
、
一
方

で
多
く
の
市
民
活
動
の
活
発
化
と
い
っ
た

流
れ
が
起
き
て
き
ま
し
た
。

　

本
市
で
も
同
様
に
、
昭
和　

年
ご
ろ
か

40

ら
の
人
口
減
少
に
反
し
て
世
帯
数
が
増
加

す
る
核
家
族
化
や
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ

り
、
地
域
や
家
族
だ
け
で
課
題
を
解
決
す

る
こ
と
が
困
難
と
な
り
、
そ
こ
か
ら
地
域

を
超
え
た
市
民
活
動
が
誕
生
し
て
き
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
、
よ
り
住
み
よ
い
ま
ち
に
し
て
い

く
た
め
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
主
人
公
で

あ
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
思
い
や
知
恵
、
活

動
な
ど
を
さ
ら
に
生
か
す
、
市
民
協
働
に

よ
る
取
り
組
み
が
必
要
な
の
で
す
。

●２ 

　

本
市
は
、
本
年
度
を
「
協
働
の
幕
開
け
」
の
年
と
位
置
付
け
、
市
民
・
行

政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担
の
下
に
協
力
・
連
携
し
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
、「
市
民
協
働
」
に
よ
る
市
政
の
推
進
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
と
し
3
月
に
市
民
協
働
推
進
検
討
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
報
告
書

「
佐
世
保
市
に
お
け
る
市
民
協
働
の
あ
り
方
」
を
基
に
、
市
民
協
働
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
の
理
念
や
原
則
、
方
向
性
な
ど
を
定
め
た
「
佐
世
保
市
市
民
協
働
推

進
指
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
の
指
針
に
基
づ
き
市
民
協
働
の
基

盤
整
備
や
市
民
公
益
活
動
支
援
な
ど
の
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
こ
の
指
針
の
主
な
内
容
や
、
本
市
の
市
民
協
働
の
取
り
組
み
の

現
状
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

協働の幕開け
～市民と行政の協働でつくる住みたいまち佐世保～

中央集権的な行政手法だけでは
解決できない

市民生活に生じる課題の
多様化、複雑化

� �

� �

地方分権の流れ
住民に身近な自治体独自のサー
ビス提供が可能に
（例：介護保険制度など）

多くの市民活動の誕生
地域や家族だけでは解決できな
い課題へ地域を超えた市民活動
が対応

市民協働を推進する必然性の存在へ

2005.12
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市
民
協
働
と
は
、
市
民
と
市
民
、
市
民

と
行
政
が
お
互
い
に
理
解
と
尊
重
、
そ
し

て
信
頼
の
上
に
立
ち
、
お
の
お
の
の
責
任

を
自
覚
し
て
、
対
等
・
平
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
の
関
係
で
課
題
の
解
決
な
ど
を
図

る
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
た
め
の
一
つ
の
手
法
で
す
。

市
民
協
働
の
理
念
と
三
原
則

　

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
人
間
ら
し
く
、
生

き
生
き
と
幸
せ
に
生
活
を
送
り
、
社
会
に

参
加
で
き
る
こ
と
を
前
提
に
、
次
の
三
つ

の
理
念
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

�
共
生
…
す
べ
て
の
市
民
が
、
互
い
の
多

　

様
性
を
認
め
合
い
、
共
に
安
心
し
て
生

　

き
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

�
参
加
…
す
べ
て
の
市
民
に
、
政
治
、
経

　

済
、
文
化
活
動
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
社
会

　

参
加
が
保
障
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

�
平
等
…
す
べ
て
の
市
民
に
、
こ
の
地
で

　

暮
ら
し
続
け
る
た
め
の
機
会
が
平
等
に

　

提
供
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

【
市
民
協
働
の
三
原
則
】

　

①
自
主
性
・
主
体
性
尊
重
の
原
則

　

②
対
等
・
平
等
の
原
則

　

③
情
報
公
開
・
透
明
性
確
保
の
原
則

　

こ
の
三
原
則
を
踏
ま
え
て
、
市
民
と
行

政
に
は
次
の
よ
う
な
姿
勢
で
、
そ
れ
ぞ
れ

が
自
己
変
革
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

本
市
に
お
け
る
市
民
協
働
の
現
状

　

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
も
市
民
の
運

営
・
参
加
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
実
施
や
市
民

参
画
に
よ
る
委
員
会
運
営
（
介
護
保
険
市

民
の
会
等
）
な
ど
、
市
民
の
思
い
や
力
で

取
り
組
ま
れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。
市
民

公
益
活
動
団
体
の
現
状
、
市
に
お
け
る
市

民
協
働
の
取
り
組
み
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
市
民
活
動（
N
P
O
法
人
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　

ア
団
体
な
ど
）　

※
こ
と
し　

月
末
現
在

10

・
N
P
O
法
人
…　

団
体

36

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
…　

団
体

46

　
（
社
会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア　

　

セ
ン
タ
ー
登
録
団
体
数
）

②
市
に
お
け
る
市
民
協
働　

　

※
昨
年
9
月
調
査
実
施
結
果

・
市
民
参
画
（
委
員
会
・
審
議
会
へ
の
参

　

加
、
住
民
説
明
会
、
情
報
公
開
・
意
見

　

交
換
な
ど
）
…　

事
業

81

・
市
民
活
動
支
援
（
財
政
・
人
・
物
的
支

　

援
な
ど
）
…　

事
業

44

・
協
働
（
事
業
委
託
、
共
催
、
団
体
な
ど

　

の
協
力
な
ど
）
…　

事
業　

51

　
【
市
民
参
画
の
事
例
】

�
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
・
提
案
を
聴
き
、

　

市
政
に
生
か
す
広
聴
活
動（
主
な
も
の
）

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

　
�
政
策
立
案
や
計
画
段
階
で
市
民
の
意

　
　

見
を
聴
く
制
度
で
す
。

　

広
報
さ
せ
ぼ
「
ご
意
見
有
用
」

　
�
市
政
に
対
す
る
建
設
的
な
ご
意
見
を

　
　

広
報
紙
面
上
で
募
集
し
て
い
ま
す
。

�
斜
面
密
集
市
街
地
対
策
事
業

　

市
で
は
、
斜
面
地
を
多
く
含
む
4
地
区

（
戸
尾
・
松
川
地
区
、
矢
岳
・
今
福
地
区
、

福
田
・
中
通
地
区
、
東
山
地
区
）
を
密
集

市
街
地
の
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
い
ま
す
。

各
地
区
に
は
、
地
元
住
民
で
構
成
す
る

「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、

安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

住
民
と
市
の
協
働
に
よ
り
整
備
計
画
を
作

成
し
て
い
ま
す
。

市
民
協
働
の
今
後
の
課
題
、
取
り
組
み

　�
行
政
内
の
体
制
整
備
や
広
聴
機
能
の
充

　

実
な
ど
、
市
民
協
働
の
基
盤
整
備
を
図

　

り
ま
す
。

�
人
材
育
成
支
援
や
市
民
活
動
拠
点
の
整

　

備
・
活
用
、
財
政
支
援
（
団
体
向
け
の

　

補
助
金
等
）
な
ど
、
市
民
公
益
活
動
の

　

支
援
を
進
め
ま
す
。

■
お
尋
ね　

市
役
所
市
民
協
働
推
進
室

　
　
　
　
　
　
　
　
（�
�
1
1
1
1
）

※
指
針
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
中
。

理解と尊重 信頼関係

責任の自覚 対等・平等な
パートナー

�
「市民が安心して暮らし続けられ
るまちづくり」を目指します！

市
民
協
働
推
進
指
針
の
主
な
内
容

矢岳・今福地区まちづくり協議会
の役員会の様子。道路などの整備
計画について、住民と行政の間で
活発な意見交換が行われています。

行　政 ・まちづくりに必要な各種情報を適
　切かつ適時に公開
・市民がまちづくりに参加しやすい
　環境の整備、市民活動の育成・支援
・積極的な市民参加を促し、対等・
　平等な立場に立って協力

市　民 ・まちづくりの主人公が市民自身で
　あることの自覚
・佐世保市のまちづくりについて主
　体的に課題を提起
・課題の解決策などを市役所や他の
　市民に提案するなどの積極的行動

求
め
ら
れ
る
姿




